
 平成２７年度『女性のチャレンジ賞』受賞者一覧 

表彰者 
【団体】 愛の里工房 

       代表者 髙橋 文子 

【団体】 有限会社 エム・ナイン 

  取締役 菅 芙美子 

【個人】 吐合 紀子 
（社会福祉法人みずほ厚生センター さ

ぽーとセンター風車 相談支援専門員） 

【個人】 綿末 しのぶ 

 

所在地 

（住所） 
佐伯市本匠大字宇津々2012-4 竹田市荻町馬場 437-1 臼杵市大字臼杵 72 番地 137 杵築市大字八坂 

設立（活動開始） Ｓ５８年～ Ｓ５４年～ Ｈ１７年～ Ｈ１５年～ 

活動内容 

●代表者の髙橋さんが豊の国づく

り塾１期生として3年間学んだ経験

から、地元の特産品を活かしたお土

産品を作りたいと思い、仲間を募っ

て異業種の女性 4名で始めた。本匠

の椎茸を知ってもらいたいという

思いから、「雪ん子寿司」が完成し

た。 

●平成 12 年きのこ料理コンクール

全国大会で最優秀賞である林野庁

長官賞を受賞。平成 20 年都道府県

駅弁ランキング第 2 位、平成 25 年

第 1回地場もん国民大賞「銅賞」を

受賞。その他にも数多くの賞を受賞

している。 

●本匠の工房や県内各地の道の駅、

スーパー、デパート、ホテルなどで

販売している。また、急速冷凍庫を

整備し、ネット販売による全国発送

が可能となり、販路拡大に積極的に

取り組んでいる。地元産椎茸の消費

拡大により地域へ還元していくこ

とで、今後も地域振興への貢献が期

待できる。 

●昭和54年にトマト生産農家23名で

「恵良原トマト婦人部会」を結成し、

「生活改善グループ」に加入。昭和

58 年に規格外等の理由で出荷できな

いトマトを活用するため加工品開発

を開始。10 年間の研究を経て、平成 4

年に営業許可を取得し、本格的にケチ

ャップの販売を開始した。平成 14 年、

事業の発展に伴い、9名で(有)エム・

ナインを立ち上げた。 

●おおいたワンコイン・ふるさと商品

認定審査会等で数多くの賞を受賞。ま

た、消費者との交流や地元小中学生へ

の食育、視察・研修の受入等も行って

いる。トマトは地元産にこだわり、玉

ねぎ・ニンニクも自社栽培に取り組

み、より安全な商品作りをしている。 

●荻町にある直売所「とまとちゃん」

や県内の道の駅、デパートや空港、福

岡県などでも販売している。平成 20

年からネット販売も行っている。荻産

トマトのブランドアピールの一翼を

担い、またトマト生産者の所得向上に

も貢献しており、今後も地域活性化へ

の貢献が期待できる。 

●30 年以上前に美術教師として勤め

た養護学校で、素晴らしい絵を描く生

徒と出会い衝撃を受けた。平成 17 年

に障がいのある人たちの自主的な創

作活動を支援し、発表の機会を設ける

ことで「社会参加」「自己実現」の促

進を図ることを目的に「元気のでるア

ート展」を実施。以来、毎年大分市の

アートプラザと県内各施設で巡回展

を開き、これまでの 10 年間で累計来

場者数は 2万人を超えている。 

●平成 27 年には新たな取組として、

臼杵市の商店街で「うすきまちなかア

ート」を開催。30 商店に約 300 作品

を展示し、日頃アートを見る機会の少

ない人にも見てもらうことができ、ま

た地域の賑わいづくりにも貢献。 

●今後もアートを通して、人と人との

出会いの場をつくることにより、障が

いの有無にとらわれない「共にいき

る」ネットワークの構築を目指した取

組が期待できる。 

●専業主婦の時に社会との接点を持

ちたいと思い、興味・関心のあった環

境について自ら勉強し、積極的に資格

を取得。様々な資格を取得し、環境教

育部門のエキスパートとして、県内各

地、幼児から高齢者まで対象にした環

境学習を、これまでに 100 回以上実施

し、受講者は 5000 人を超える。地道

で継続した取組により、県民の環境に

関する知識の向上や環境保全に向け

た意識の高揚に大きな成果を上げて

いる。 

●平成 15 年から「八坂かっぱクラブ」

の実行委員長として、子どもたちに、

住んでいる地域の自然や文化にふれ、

環境を考え、自然を大切にする心を育

む活動をしている。 

●専業主婦の経験を活かし、また自ら

勉強して社会との接点を掴んで果敢

にチャレンジする姿は、女性の大きな

励みになるものであり、今後の更なる

活躍にも期待ができる。 



 平成２６年度『女性のチャレンジ賞』受賞者一覧 

表彰者 
【個人】 和泉 やす子 
(ハウスぶどう、白ネギ農家・大分県

生活研究グループ連絡協議会会長) 

【個人】 大山 直美 

（大分エコセンター株式会社 代

表取締役） 

【個人】 山村 惠美子 

（株式会社 みらい蔵 代表取締

役） 

【団体】 株式会社 海ミエール加

工所  

代表取締役 下川 愛子 
所在地 

（住所） 
豊後高田市呉崎２２６６ 大分市大字三佐大新田１３５４－８ 豊後大野市犬飼町大寒１７００番地 津久見市高洲町３８２４－６９ 

設立（活動開始） Ｓ４５年～ Ｈ１１年～ Ｈ９年～ Ｈ１５年～ 

活動内容 

●専業農家に嫁ぎ、農業経営のノウ

ハウを勉強。生活改善グループ連絡

協議会に加入し、地域の農家の女性

を巻き込みながら、経営管理から食

育、地産地消活動の推進まで幅広く

活動を展開。労働時間の記帳、把握、

分析や生活設計表を作成し、家族の

計画を一覧表にすることにより、目

標が定まり、後継者への経営移譲も

スムーズに実施することができた。 

●海外視察研修は、視野を広げる大

きなきっかけとなり、特にオースト

ラリアの農場に 3日間滞在した経験

から、田舎には人の心を癒す力があ

ることを実感。グリーンツーリズム

の専門家養成講座を受講し、農家民

泊「明朗屋」を経営。中学生や外国

人を年間約 100 名受け入れている。 

●平成２０年からは豊後高田市農

漁村女性集団連絡協議会会長に就

任。5 年前から玉津まちの駅直売所

「夢むすび」の管理責任者として、

企画や運営に取り組んでいる。 

今後も地域を元気づけるとともに

起業のアドバイザーとしての活躍

も期待される。 

●大山金属株式会社分社化に伴い、平

成１１年に設立。女性経営者の少ない

業界で、処理価格や処理施設の見える

化など先進的な取り組みを進め、平成

２６年１２月には「全部リサイクルセ

ンター」を新設し、この一施設として

リサイクルへの関心を高めるための

「エコアライアンスミュージアム」を

設置。平成２５年度「大分県ビジネス

プラングランプリ奨励賞」受賞。 

●平成２５年、女性の積極的な社会進

出や女性起業家等の成長を支援する

団体「iGC44」を立ち上げた。起業し

ている女性など会員は約 180 名。セミ

ナーや SNS などで交流を深めている。 

●使わなくなったモノなどにアイデ

アとデザインを加え、新しい商品に再

生するアップサイクルを推進。地域で

の環境教育のため、親子向けのイベン

トやエコ・クッキング教室などを開

催。情報発信について学生と一緒に検

討を進めるなど、従来男性中心の分野

で果敢にチャレンジする姿は、女性の

大きな励みになるものである。 

●合資会社山村商店に勤務。平成９年

農業資材を販売する（株）みらい蔵設

立。先進的な事業を展開し、会社を飛

躍的に発展させた。平成２２年から代

表取締役に就任。農家の夢を実現する

ことが仕事である、との方針を掲げ、

経営理念を作り、経営戦略を立て、従

業員とのコミュニケーションを大切

にするなど、社風の改善に努めた。 

●地域の農家を積極的に訪ね、作物の

生育は土壌によることに気づき、土壌

分析を開始。その後、科学的な土壌診

断・施肥システムを確立。IT 環境整

備事業に取り組み地域農業を支援。平

成２３年度「大分県ビジネスプラング

ランプリ最優秀賞」、平成２５年度「九

州ニュービジネス協議会九州アント

レプレナー大賞」を受賞。広く県内外

からの分析依頼に対応している。  

●現在、分析室と研修室を含む建物を

敷地内に建設予定で、研修施設を充実

させる。自社で農業生産法人も設立。

今後、更なる活躍が期待され、農業振

興への一層の寄与が期待できる。 

●JA 女性部つくみ支部を主体として

農家の副収入と女性部会員の減少を

食い止めることを目的に販売所「物産

館うみえーる つくみんち」内の加工

所で鶏飯、ひじき飯を製造。商品開発

に取り組み、品数を増やした。売上げ

を伸ばし、２年目から黒字。平成２３

年、裏地に加工施設を増設。クッキー

などお菓子部門にも力を入れている。 

●平成２１年度「七福ごはん」が「お

おいた・ワンコインふるさと商品」の

優秀賞を受賞。この他「まぐろとろわ

た」「マグロ入りひじきめしの素」な

ども製造。平成２６年「山椒入りチョ

コクッキー」が、米粉レシピコンテス

トで優秀賞を受賞。郷土料理の販売や

地元の特産物の商品化により、地域の

活性化に大きく貢献している。 

●平成２５年に法人化。働きやすい職

場づくりを整えるとともに、農家以外

の地元の女性を採用。世代交代がスム

ーズにでき、持続性のある企業経営体

として発展しており、地域の振興に更

に貢献することが期待できる。 



 平成２４年度『女性のチャレンジ賞』受賞者一覧 

表彰者 
【個人】 浅利 妙峰 

（有限会社 糀屋本店 代表取締役） 

【個人】 桑野 恭子 

（ＮＰＯ法人 地域環境ネットワーク 理事） 

【個人】 平川 加奈江 

（株式会社 シンシアリー 代表取締役） 

所在地 

（住所） 
佐伯市船頭町１４－２９ 大分市西新地１－３－５サンビル１階 日田市大字花月１３７６番地 

設立 創業１６８９年（取締役就任Ｈ１９年～） Ｈ１６年～ Ｈ２３年～ 

活動内容 

●杜氏と呼ばれる男性が主流のこうじの製造現場

において、こうじの活用を問題にすることは少な

く、こうじを使って家庭で味噌や甘酒などを手作り

する文化は急速に失われつつあった。 

●平成１９年、次男が家業を継ぐ決心をしたのを機

に、本格的にこうじの販売と普及活動を始めた。経

営状態を改善するため、県の支援事業に積極的に参

加し、インターネットを活用した販売方法の研究と

自社ブランドの開発に取り組み、甘酒の原液である

「甘糀」、江戸時代から広く使われていた「塩糀」、

新たな発想による「こうじ納豆」など次々と新商品

を開発した。 

 また、塩糀を塩、甘糀を砂糖に代用したレシピを

次々とサイトやブログで発信したほか、活用方法を

知ってもらうための料理講習会も実施した。 

●こうした地道な活動の結果、全国から注文が届く

ようになり、メディアにも取り上げられた。 

 混迷を極めていた「こうじ」業界にあって、昨年

の業界売上は２億円から３１倍伸び、６２億円と飛

躍した。 

 この塩糀ブームの火付け役として、全国の仲間に

勇気を与え、日本古来の食材であるこうじの新たな

活用法を広め、普及させた取組は、女性起業家のお

手本となる発想である。 

 「こうじ」を通じた国内外の交流など、今後の活

躍がますます期待される。 

●一級建築士として民間企業に勤務した後、阪神

淡路大震災復興のため、夫と事務所を設立する。

平成１０年に大分市に拠点を移し、１２年に任意

団体「プラスエコ」を立ち上げ、県産材の普及活

動などに取り組んだ。１６年には、ＮＰＯ法人「地

域環境ネットワーク」の設立に協力し、理事に就

任する。 

●平成１８年から３年間、大分県地球温暖化防止

活動推進センターの指定を受けたことを機に、環

境分野で多くの事業に携わり、行政や企業とのネ

ットワークが広がった。その結果、２３年からは、

ＮＰＯの経営指導ができる専門家を養成し、ＮＰ

Ｏの自立を支援する取組やＮＰＯ等を支援する

ための資金提供を行う市民ファンドの創設など

他のＮＰＯを支援する活動を行う。 

●平成２４年に、寄附者が県民税・市民税の税額

控除が受けられる九州初の「指定ＮＰＯ法人」の

指定を受けた。 

 「ＮＰＯの活動は、女性が新しく何かを始める

ときに、性別や年齢に関係なく能力を発揮できる

ので、ぜひチャレンジの選択肢に入れてもらいた

い」と話す。 

 これから、新たな分野にチャレンジする女性の

大きな励みになるものである。 

●父親の経営する財津製作所での障がい者雇用の

経験から、障がい者は環境があれば働ける力を持

ち、働きたいと願う人が多いことを知る。働くこ

とで得られる人としての幸せや、必要とされる喜

びを一人でも多くの人に感じてほしいという思い

から、平成２３年に日田玖珠圏域初の障害者就労

継続支援Ａ型事業所を設立した。 

●現在は、１１名の障がい者が就労しており、障

がい者だけでなく、事情により就労が難しい人々

を積極的に雇用し、協力し合い助け合う働きやす

い職場づくりに努めている。  

●平成１３年から、障がい児を持つ親の相談や支

援を行う活動を始め、１７年には、ＮＰＯ法人「障

害児支援の会ぱれっと」を設立し、理事長に就任

する。障がい児の個々の状態や課題に合わせた療

育指導を行う訓練を実施しており、２３年度から

は、日田市の委託事業として行っている。 

●また、自分の子どもが通っていた放課後児童ク

ラブ指導員の労災適用や育児休業、介護休業を取

得できるように就労規則の改善に尽力した。 

 今後は、障害者就労支援事業所の規模拡大だけ

でなく、地域の農業振興のために、新たな事業所

の開所も目指しており、地域の振興に貢献するこ

とが期待できる。 



平成２４年度『女性のチャレンジ賞』受賞者一覧  
 

表彰者 
【団体】ＮＰＯ法人 

     こどもサポートにっこ・にこ 

【団体】 有限会社 楽
たの

四季舎
し き し ゃ

 

代表者 事業部長 小畑 たるみ 代表取締役 甲斐 榮子 
所在地（住所） 杵築市山香町大字野原１４１３番地３ 杵築市山香町大字内河野２５５２－１ 

設立 Ｈ１８年～ Ｈ１７年～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容 

●平成９年に子育ての悩みを持つ母親４～５人

が、母親が安心して働くことができ、子どもた

ちが安全に育つ場所が必要という思いから「マ

ザーの会」を作り自主活動を始める。 
●平成１０年にプレ学童保育を実践したことに

より、「放課後児童クラブ」の必要性を認識し、

クラブの設立に向けた署名活動などを行った。 
 その結果、１１年に山香町から学童クラブの

委託を受け、「トトロクラブ」を発足。１８年に

は、ＮＰＯ法人の認証を受け、現在、社員２５

名（うち男性５名）で運営している。 
●杵築市の委託を受け、児童クラブの対象年齢

の拡大、長期休暇や休日の預かり保育を実施す

るとともに、地域の独居高齢者と子どもたちの

交流を目的に「虹色ゆうびん事業」を実施し、

毎月の手紙と誕生月の訪問に取り組んでいる。 
 また、活動を維持するために、民間の助成金

を活用するなど、自立した運営を行っている。 
●今年度からは、子育て中の母親への訪問支援

（ホームスタート事業）も実施し、多様化する

子育て支援のニーズに応えている。 
 今後も子育て支援だけでなく高齢者の見守り

など、地域における活躍がますます期待される。 

●農協のボランティア活動で高齢者の配膳サー

ビスをしていた女性たちが、地域の新たな特産

品づくりとして、地元で生産される米や農産物

を原料とした、添加物を使わない安心・安全な

食品を届けたいとの思いで「だんご」や「まん

じゅう」などの手作り商品の製造販売会社を設

立した。 

 なお、男性社長が開業前に急きょ退任したた

め、製造と販売だけでなく、会社経営もすべて

女性のみで行っている。 

●当初は、技術力が高い６０代以上を中心に採

用していたが、勤務シフトを柔軟に設定できる

ため、地元の子育て中などの女性に雇用の場を

提供することにより、後継者の育成も進めてい

る。 

 また、自家製粉のため余ってしまう米粉を活

用した「米粉パン」や、近年大きな課題となっ

ている獣害対策の一環として、地元の異業種業

者と連携して、イノシシ肉を使った新商品の開

発にも積極的に取り組んでいる。 

●起業後、初年度を除き６期連続で黒字を達成

するなど安定した経営を行っており、今後もギ

フト商品の開発など地域の活性化が期待され

る。農山漁村地域の女性による起業の成功例と

して、ロールモデルとなっている。 
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